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＜記載要領＞

　講じた措置の内容が完了した場合は完了した時期を、完了していない場合は完了予定の時期を記入してください。（記載例：令和○○年○月）

項　目 確認した事実 根拠・理由等 指摘事項の内容 講じた措置 完了（予定）時期

精算事務

(全件・1)

精算事務を遅延しているものがあっ
た。

(「全国農業委員会会長代表者集会及
び農産物即売所等視察に伴う旅費」１
件)

田川市会計事務規則（平成13年規則
第15号）第３５条第２項「資金前渡を受
けた職員は、支払義務の発生後速や
かに適正な支払をなし、その支払完了
後７日以内に精算書を作成し、証拠書
類を添え市長の決裁を経て会計管理
者に送付しなければならない。

資金前渡を受けた場合
は、支払い完了後７日以内
に清算事務の完了が必要
である。

当該経費は福岡県農業会議から
の負担金として請求があったもの
であるため、支出科目を旅費から
負担金とし、資金前渡によらず直
接福岡県農業会議に振り込むこと
とし対応。

令和５年５月

行政財産使用
許可

(全件・2)

行政財産に係る目的外使用の許可に
当たり、財産活用課長への合議がなさ
れていなかった。

(「大浦地区薪炭林の一部」２件)

田川市事務決裁規程（昭和37年訓令
第2号）第４条別表第２共通決裁事項
（財務に関する事項）１０行政財産の管
理に関すること「行政財産の目的外使
用に関し、１月以上の場合、財産活用
課長への合議が必要」

行政財産の目的外使用の
許可において、１月を超え
る場合、財産活用課長へ
の合議が必要である。

財産活用課への合議を行うよう徹
底した。

令和５年１１月

備品の管理

(抽出・10/全備
品)

確認した備品の全てが農政課の登録と
なっていた。
なお、令和３年４月に一括して管理替
えが行われており、同時期に行われた
機構改革の際に誤って登録された可能
性がある。

田川市財務規則（平成13年規則第14
号）第４０条「市長は、その管理する備
品について、次の各号のいずれかに掲
げる異動が生じた場合は、備品異動申
請書により会計管理者に通知しなけれ
ばならない。…」、第４１条第１項、第５
８条第１項第３号及び同条第２項

管理する備品に異動が
あった場合は、備品異動申
請書（電子情報）により会
計管理者に通知（送信）す
る必要がある。

農業委員会事務局の全備品を調
査し、適正配置を確認した。

令和５年１2月

※１　「項目」欄の( )内は、確認方法(全件又は抽出)及び件数(全件件数又は抽出件数/全件件数)を記載

※２　「確認した事実」欄の( )内は、具体的内容、件数等を記載
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